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〜偉人の言葉〜 

『偉大な発見や改革には、常に

多くの人の知性による協力が

不可欠である。』 

グラハム・ベル（スコットランドの科学者） 

 

OIST サイエンス講座実施：身体認知と脳神経学 

 皆さんは身体で認知されたことが、どのように脳内で処理

されているかを考えたことがありますか？ OIST（沖縄科学技

術大学院大学）のサイエンス講座が開催。身体認知と脳神経

学に関する研究の講演でした。講師は、身体性認知科学ユニ

ットの博士課程学生、Dmitriy Sakharuk さん。サカルクさん

が取り組んでいる研究について、解説してくれました。講座で

は、それぞれの感覚がどのように脳で伝達され処理されてい

るかの仕組みや今後の研究の将来の可能性について学び、

興奮しました。難易度は高かったですが、それでも生徒たちは

熱心に耳を傾け、新たな知識に触れる機会となりました。今回

のサイエンス講座で、生徒たちは学びを深め、科学と英語へ

の意識を高めることができた素晴らしい場となりました。 

 

科学的探究への道  

- 脳神経学の興奮 

 難しい語彙にも触れる 

 - 新たな挑戦 

 生徒たちの感想から  

- 講座から得たこと 

 

 

 

 

 

 写真  写真 

脳内での刺激伝達や情報が送

られる過程の研究において、脳に

直接情報を送り込むことが将来可

能になる可能性を知り、その方法

で、すでに色を見せることは数年

前に実現しているなど、刺激的な

内容でした。生徒からは、いろんな

視点で質問も生まれて、またそこ

から説明が展開して、理解が深ま

り、充実したディスカッションとなり

ました。学びの範囲を広げ、科学

への興味を深めるきっかけとなり

ました。 

  この講座は、英語の挑戦の場で

もありました。専門的な語彙も多

く、第２言語として使用されている

英語を聞く中で、講演の内容を完

全に理解することは難しいと感じ

た生徒もいました。しかし、その経

験は彼らにとって新たな語学スキ

ルの必要性を再認識させるもので

した。英語によるコミュニケーショ

ンの大切さや、自分たちのリスニン

グ力を磨くことの重要性を深く認

識したようです。 

 生徒達のアンケート回答：  

○脳科学は数学や物理とも繋がり

があり、社会に役立つと分かった。 

○ノンネイティブ同士の英語でのコ

ミュニケーションの機会は今後増え

ていくと実感した。 

○他の人の質問とかの答えが面白

くて興味深かった。 

○英語で科学を学ぶことが将来絶

対必要になるだろうなと思った。 

○難しかったけど、自分のまだ興味

が持てていなかった分野を楽しく学

べたので嬉しかったです 



 

 


